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＜連絡事項＞

・入院患者様のインフルエンザ予防接種について

担当看護スタッフは、11/19の予防接種までに各受け持ち患者様の予診表に記載して下さい。記載後は滝田NSスタッフファイルのところにある「インフルエンザ予診表入れ」に入れて下さい。

・職員のインフルエンザ予防接種について

各自予防接種を受ける日までに予診表へ記載し、接種当日すぐに提出できるように準備していて下さい。Bユニットの棚の上に置いています。

＜患者様連絡事項＞

・沢田　秋子様～ご家族との主治医面談について、PSW三浦より連絡あり。

　　　　　　　　11/19（木）10：00、東Dユニット休憩室を使用する事としています。

　　　　　　　　主治医へは連絡済みです。

・飯田　修子様～11/20　10：00～11/22　15：00　外泊許可となっています。

　　　　　　　　レセプト上、1ヶ月の外泊予定の中で、病院に1日（24時間）不在とな

る日が6日以内とならない様留意してください。

・齋野　てい子様～ウブレチド1Tのみ２日分処方となる。

・赤石　陽介様～シンラック液1本処方となっています。

・堀内　正三郎様～不眠時　ルネスタ(1)　1T　10回分処方となっています。

・吹越　勇一様～便秘4日目、センナリド4T　1×vds　1回分処方となっています。

・宮地　久美子様～19日（金）16：00より、旧デイケア室で地域復帰支援検討会を実施します。それに伴い、本日外泊より帰院した際、夫様へ参加の旨を伝えてください。スタッフ間で検討会実施後の参加となる為、16：30～と伝えて下さい。

・小泉　カヲル様～便秘3日目、様子観察となる。

・嶺岸　テイ子様～便秘5日目、腹満なし、様子観察となる。

・浪打　實様～両下腿～膝に小さな表皮剥離の形成続いています。車椅子などへのトランスファーの際には、ぶつけないように注意し対応していきます。

・福田　りわ様～全裸になり尿便失禁あり、ポータブルトイレに排泄促しているが行わず、指導継続していきます。声掛けに対して応じずに居室内で生活している。時折大声で叫ぶことあり、他者トラブルなく経過しています。

・中山　真由美様～他患者様から「怖い」などの不安訴えや、共有の新聞を破くなどの迷惑行為、意味不明な妄想言動きかれています。また入浴の拒否・OTの不参加などケアや治療の拒否も続いている状態です。他患者様とのトラブルがないように観察と適宜介入をするとともに、OTへの積極的参加やセルフケアができるようになるように、声掛けをしていきましょう。

・上條　京子様～微熱で経過していますが、食事は摂れています。

＜隔離室入室・患者様ケース検討＞

・木村　格治様～9：00～11：00、14：00～16：00の開放観察継続中。喫煙要求や嗜好品の要求ありますが、都度対応し穏やかに経過。左目充血・腫脹・痛み訴えあり、主治医報告相談中。妄想様の発言や易怒性なく経過。引き続き、早期の処遇改善に向け、介入行っていきましょう。

・畑中　成夫様～10:00～12:00、14:00～16:00開放観察継続中。粗暴行為や妄想発言なく穏やかに経過しています。引き続き、幻覚妄想状態の観察を行い、突発的な粗暴行為に注意しながら早期の処遇改善に向け介入行っていきましょう。

・渡部　博之様～終日隔離中。易怒的となりドアや壁を叩く行為やまとまりのない発言続いています。またふらつきあり、遠目監視要している状態。右眉の上を裂傷し処置をしています、原因は不明。傾聴することで落ち着く事が出来ており、問題行動にいたることなく経過しています。引き続き、精神症状の観察を行っていきましょう。

・堀内　正三郎様～20:00～10:00時間隔離継続中。８時に起床しその後ホールで過ごすも傾眠がちで経過されていますが、易怒性や拒否はみられません。引き続き、薬剤調整に伴う副作用症状に注意しながら、安定した生活リズムが確立出来るよう観察、介入していきましょう。

・小笠原　久年様～9:00～15:00開放観察継続中。母親へ電話ごしに暴言あり、理由きくと「入院してストレスが溜まっているので退院したいです」と訴えきかれています。その後は不穏さなく穏やかに経過しています。引き続き、精神症状の観察を行い、粗暴行為のないよう注意していきましょう。

・嶺岸　てい子様～身体拘束中。点滴中にて両手の拘束施行。トラブルなく経過。点滴中はライントラブルに注意し、安全に実施できるよう留意していきましょう。

口腔内汚染強く、口唇が乾燥し出血あり、口腔ケアを毎日行い清潔保持に努めていきましょう。本日は発熱なく経過、介入に対する拒否や抵抗なく穏やかに経過しています。引き続き、拘束部位の循環障害の観察を行っていきましょう。

＜要注目患者様＞

・斎野　てい子様～5時　腹圧をかけて自尿確認出来ています。引き続き排尿状況の観察と必要に応じて必要な処置をし、12時間毎に自尿確認出来る様介入していく。

・澤野　照明様～体温37.8→37.9℃、14:50　38.5℃で継続指示にてアンヒバ坐薬（200）挿肛しています。動脈血血中酸素濃度94→95％。湿性咳嗽が続いて　　　　　　　　　　　　

おり、自己排痰が困難な状態です。吸引できる場所へベッドを移動しました、適宜吸引を行っていく。食事は全介助にて摂取できています。

引き続き熱型の観察と呼吸器症状に注意していきましょう。

